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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年11月26日(2009.11.26)

【公表番号】特表2009-511129(P2009-511129A)
【公表日】平成21年3月19日(2009.3.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-011
【出願番号】特願2008-534769(P2008-534769)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/58     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ   2/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ  17/58    　　　　
   Ａ６１Ｆ   2/44    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月5日(2009.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定プレートと、
　該固定プレートに連結されるように構成される少なくとも１つの横棒と、
　該少なくとも１つの横棒に連結されるように構成される少なくとも１つの摺動連結器と
、
　少なくとも１つの棒接合具を使用して、該少なくとも１つの摺動連結器に連結されるよ
うに構成される少なくとも１つの後頸部棒と
　を備える、調整式後頭部プレート。
【請求項２】
　少なくとも１つの位置決めネジと少なくとも１つの座金とをさらに備え、
　該少なくとも１つの位置決めネジと該少なくとも１つの座金とは、前記少なくとも１つ
の後頸部棒と、前記少なくとも１つの摺動連結器と、前記少なくとも１つの棒接合具とに
連結されるように構成される、請求項１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項３】
　前記固定プレートは、２つの横棒に連結されるように構成される、請求項１に記載の調
整式後頭部プレート。
【請求項４】
　第１の摺動連結器と、第２の摺動連結器とをさらに備える、請求項１に記載の調整式後
頭部プレート。
【請求項５】
　前記第１の摺動連結器に連結されるように構成される第１の棒接合具と、
　前記第２の摺動連結器に連結されるように構成される第２の棒接合具と
　をさらに備える、請求項４に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項６】
　前記第１の棒接合具に連結されるように構成される第１の後頸部棒と、
　前記第２の棒接合具に連結されるように構成される第２の後頸部棒と
　をさらに備える、請求項５に記載の調整式後頭部プレート。



(2) JP 2009-511129 A5 2009.11.26

【請求項７】
　前記固定プレートは、前記第１の摺動連結器と前記第２の摺動連結器との間で連結され
るように構成される、請求項４に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項８】
　前記固定プレートは２つの横棒に連結され、該固定プレートと該２つの横棒との組み合
わせは湾曲を形成するように構成される、請求項１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの摺動連結器は、前記少なくとも１つの横棒に沿って移動するよう
に構成される、請求項１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項１０】
　前記移動は、内外方向の移動である、請求項９に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの摺動連結器は、前記少なくとも１つの横棒の周りを回転するよう
に構成される、請求項１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの棒接合具は、前記少なくとも１つの摺動連結器に略直角である軸
の周りを回転するように構成される、請求項１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項１３】
　前記固定プレートは、ネジを取設するための少なくとも１つの開口を含むように構成さ
れる、請求項１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項１４】
　前記固定プレートは、ネジを取設するための２つの開口を含むように構成される、請求
項１３に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項１５】
　前記固定プレートは、ネジを取設するための３つの開口を含むように構成される、請求
項１３に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項１６】
　移植片格納部材をさらに備える、請求項１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項１７】
　前記移植片格納部材は、骨移植片を前記調整式後頭部プレートに固定するように構成さ
れる、請求項１６に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項１８】
　骨移植片をさらに備える、請求項１６に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項１９】
　前記骨移植片は、ＰＥＥＫ、同種移植組織、およびチタニウムから成る群より選択され
る、請求項１８に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項２０】
　骨移植片をさらに備え、該骨移植片の遠位端は、頸椎の１つ以上の後部要素に対応する
ように構成され、該骨移植片の近位端は、前記骨格納部材の一部および後頭部のうちの少
なくとも１つに対応するように構成される、請求項１６に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項２１】
　固定プレートと、
　該固定プレートに連結されるように構成される２つの横棒と、
　２つの摺動連結器であって、それぞれが該２つの横棒のそれぞれに連結されるように構
成される、２つの摺動連結器と、
　２つの後頸部棒であって、それぞれが２つの棒接合具を使用して該２つの摺動連結器の
それぞれに連結されるように構成される、２つの後頸部棒と
　を備える、調整式後頭部プレート。
【請求項２２】
　２つの位置決めネジと２つの座金とをさらに備え、
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　該２つの位置決めネジと該２つの座金とは、前記２つの後頸部棒と、前記２つの摺動連
結器と、前記２つの棒接合具とに連結されるように構成される、請求項２１に記載の調整
式後頭部プレート。
【請求項２３】
　第１の摺動連結器と、第２の摺動連結器とをさらに備える、請求項２１に記載の調整式
後頭部プレート。
【請求項２４】
　前記第１の摺動連結器に連結されるように構成される第１の棒接合具と、
　前記第２の摺動連結器に連結されるように構成される第２の棒接合具と
　をさらに備える、請求項２３に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項２５】
　前記第１の棒接合具に連結されるように構成される第１の後頸部棒と、
　前記第２の棒接合具に連結されるように構成される第２の後頸部棒と
　をさらに備える、請求項２４に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項２６】
　前記固定プレートは、前記第１の摺動連結器と前記第２の摺動連結器との間で連結され
るように構成される、請求項２３に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項２７】
　前記固定プレートは湾曲をさらに含む、請求項２１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項２８】
　前記２つの摺動連結器のそれぞれは、前記２つの横棒のそれぞれに沿って移動するよう
に構成される、請求項２１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項２９】
　前記移動は、内外方向の移動である、請求項２８に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項３０】
　前記２つの摺動連結器のそれぞれは、前記２つの横棒のそれぞれの周りを回転するよう
に構成される、請求項２１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項３１】
　前記２つの棒接合具のそれぞれは、前記２つの摺動連結器のそれぞれに略直角である軸
の周りを回転するように構成される、請求項２１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項３２】
　前記固定プレートは、ネジを取設するための少なくとも１つの開口を含むように構成さ
れる、請求項２１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項３３】
　前記固定プレートは、ネジを取設するための２つの開口を含むように構成される、請求
項３２に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項３４】
　前記固定プレートは、ネジを取設するための３つの開口を含むように構成される、請求
項３２に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項３５】
　移植片格納部材をさらに備える、請求項２１に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項３６】
　骨移植片をさらに備え、該移植片格納部材は、該骨移植片を前記調整式後頭部プレート
に固定するように構成される、請求項３５に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項３７】
　前記骨移植片は、生体適合性材料から製造される、請求項３６に記載の調整式後頭部プ
レート。
【請求項３８】
　前記骨移植片の遠位端は、頸椎の１つ以上の後部要素に対応するように構成され、該骨
移植片の近位端は、前記骨格納部材の一部および後頭部のうちの少なくとも１つに対応す
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るように構成される、請求項３６に記載の調整式後頭部プレート。
【請求項３９】
　固定プレートおよび少なくとも１つの横棒を提供するステップと、
　少なくとも１つの摺動連結器を、該少なくとも１つの横棒に摺動自在に連結するステッ
プと、
　該固定プレートおよび該少なくとも１つの横棒を接続するステップと、
　少なくとも１つの棒接合具を使用して、少なくとも１つの後頸部棒を該少なくとも１つ
の摺動連結器に連結するステップと
　を含む、調整式後頭部プレートを組み立てる方法。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つの摺動連結器を、前記少なくとも１つの横棒に沿って移動させるス
テップをさらに含む、請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記少なくとも１つの摺動連結器を、前記少なくとも１つの横棒の周りで回転させるス
テップをさらに含む、請求項３９に記載の方法。
【請求項４２】
　前記少なくとも１つの棒接合具および前記少なくとも１つの後頸部棒を、前記少なくと
も１つの摺動連結器に略直角である軸の周りで回転させるステップをさらに含む、請求項
３９に記載の方法。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つの摺動連結器を、前記少なくとも１つの横棒に固定するステップを
さらに含む、請求項３９に記載の方法。
【請求項４４】
　前記少なくとも１つの後頸部棒を、前記少なくとも１つの摺動連結器に固定するステッ
プをさらに含む、請求項３９に記載の方法。
【請求項４５】
　骨移植片を前記調整式後頭部プレートに接続するステップさらに含む、請求項３９に記
載の方法。


	header
	written-amendment

